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【
ベ
ネ
ツ
イ
ア

・
伊
】
日
本
ナ
チ
ュ
ロ

ッ
ク

（本
社
、

東
京
都
港
区
赤
坂
七
十

六
十
四
三
、

社
長
＝
佐
藤
悦
三
氏
）
の

佐
藤
俊
明
専
務
は
、

五
月
二
十
五
日
イ

タ
リ
ア
の
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
で
開
か
れ
た
第

十
六
回
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
国
際
会
議
で
、

同
社

開
発
の
多
孔
質
天
然
石
複
合
の
ナ
チ
ュ

ロ
ッ
ク
製
品
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い

て
論
文
を
発
表
し
た
。

論
文
の
タ
イ
ト

ル
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

・
デ
ィ
ベ
ロ
ツ

プ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
製
品
の
開
発
―
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
ロ
ッ
ク

（土
木
用
）
の
多
孔
質
天
然

素
材
の
複
合
化
で
あ
る
。

佐
藤
氏
の
論
文
発
表
は
会
議
初
日
の

Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

評
価
与
え
る

ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
が
論
文
を
発
表

午
後
の
部
で
、

環
境
と
基
準
に
関
す
る

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
テ
ー
マ
と
す
る

セ
ツ
シ
ョ
ン
の
中
で
の
発
表
と
な

っ

た
。

富
士
山
の
遠
景
に
始
ま
り
、

富
士

山
の
山
梨
県
側
山
麓
周
辺
の
中
小
河
川

を
中
心
に
同
社
開
発
製
品
で
あ
る
溶
岩

を
始
め
と
し
た
天
然
石
と
プ
ロ
ッ
ク
製

品
を
複
合
し
た
多
孔
質
環
境
プ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
取
組
み
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
て
発
表
し
た
。

こ
の
発
表
に
対
し
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

担
当
し
た
チ
ェ
ア
マ
ン
の
苫
目

∽
工
ｏ言

氏

（ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
は
高
く
評
価
、

Ｂ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
し
て
認
知
を
与
え
た
。

（写

真
は
発
表
す
る
佐
藤
氏
）
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佐藤氏の論文発表を聴講するセッションの会場

多孔質督7の 取組み成果等

ス
ラ
イ
ド
都
取
組
み
成
果
を
発
表

ク
務チユ由ッ弾

ナ
の

【ベ
ネ
ツ
ィ
ア
一
伊
】
日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク

（本
社
、

東
京
都
港
区
赤
坂
七
十
六
―
四
三
、

社
長
＝
佐
藤
悦
三
氏
）
の
佐
藤
俊
明
専
務
は
、　

一
面
所
報
の
通
り
五
月
二
十
五
Ｂ
か
ら
四
日

間
に
わ
た
り
、

イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
で
開
か
れ
た
第
四
十
六
回
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
国
際
会
議
で
、

同
社
が
開
発
ｔ
て
鋭
意
事
業
推
進
を
図
つ
て
い
る
ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク
多
孔
質
環
境
プ
ロ
ッ
ク
の

取
組
み
成
果
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
た
。

佐
藤
氏
が
発
表
し
た
論
文
は
、

国
際
会
議
初
日

の
午
後
の
部
と
し
て
設
定
さ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
に
関
す
る
環
境
セ
基
準
を
テ
ー
マ
と

す
る
セ
ツ
シ
ョ
ン
の
中
で
発
表
と
な
っ
た
。

こ
の
日
、

午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
時
三
十
分

か
ら
、

午
前
の
部
と
し
て
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ト
の
会
場

一
つ
に
絞
っ
て
全
体
会
議
の
形
に

よ
る
開
催
と
な
り
、

会
場
に
入
場
し
た
聴
講
者
も
二
百
名
以
上
と
盛
り
上
が
る
中
で
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
を
っ
た
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
フ
ラ
ン
ス
、

フ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
■
ツ
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
シ
、
日
本
、

英
国
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
の
順
に
人
論
文
が
発
表
さ
れ
だ
が
、

佐
藤

氏
は
五
番
目
の
論
文
発
表
と
な
っ
た
。

佐
藤
氏
は
富
士
山
の
遠
景
や
美
ｔ
い
青
木
ヶ

原
の
樹
海
、

そ
し
て
富
士
山
麓
の
中
小
河
川
改

修
で
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
り
裾
野
の

自
然
が
分
断
さ
れ
て
い
る
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
に

ょ
っ
て
紹
介
し
た
０
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、

景
観
や
環
境
を
保
全
し
て
来
た
日
本

古
来
の
伝
統
的
石
宿
み
工
法
を
あ
げ
て
紹
介
、

願敷い腋卿印φ輔鵜れ難締諾狩ヤつ知的瑚

中中守申〕ウ中学昨い中中”貯出エュ申中ウチヤこ多

論

ユ
ロ
ツ
ク
ビ
オ
ボ
ー
ド
を
紹
介
し
た
的

さ
ら
に
ス
ラ
イ
ド
で
は
緑
化
の
事
例
と
し

て
、

多
孔
質
環
境
プ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
擁
壁
や
護

岸
工
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
の
護
岸
に
ビ

オ
ボ
ー
ド
を
取
付
け
る
事
で
、

苔
類
を
始
め
と

す
る
植
物
が
自
然
に
発
生
し
て
い
く
様
子
や
小

動
物
が
そ
う
し
た
壁
面
を
つ
た
う
状
況
を
示

し
、

こ
れ
ま
で
生
態
系
の
つ
な
が
り
を
遮
断
し
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て
き
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

で
あ
っ
て
も
、

同
社
の
開
発

製
品
に
よ
っ
て
リ
フ
オ
ー
ム

す
れ
ば
ビ
オ
ト
ー
プ
の
復
元

に
貢
献
で
き
る
旨
を
述
べ

た
。

佐
藤
氏
は
ま
た
溶
岩
の

他
に
富
士
山
の
裾
野
の
何
処

に
で
も
あ
る
色
々
な
天
然
石

を
用
い
て
複
合
し
た
製
品
を

示
し
、
日
本
古
来
の
石
積
み

工
法
と
同
様
に
周
囲
の
自
然

環
境
に
溶
け
込
ん
で
い
る
擁

壁
等
の
施
工
例
を
紹
介
し
た
。

こ
う
し
た
自
社
開
発
製
品

の
緑
化
事
例
を
基
に
、

汀
川

の
災
害
に
も
強
い
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
製
品
の
長
所
と
自
然
生

態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る
事

な
く
周
囲
の
景
観
に
も
調
和

す
る
製
品
で
あ
る
旨
を
力
説
、

同
社
の
開
発
製
品
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

，
デ
イ
ベ
ロ
ツ
プ
メ
ン
ト
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
土
木

・
建
築
用
資
材
で
あ

る
事
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

と
こ
ろ
で
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、

ベ
ル
ギ
ー

の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
本
部
を
置
く
プ
レ

キ
ヤ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
国
際
的
な

業
界
団
体
の
組
織
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

始
め
米
国
等
世
界
先
進
国
を
中
心
と
す

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
団
体
が
加
盟
し

て
い
る
。

三
年
に

一
回
開
く
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ

国
際
会
議
は
今
か
ら
四
十
数
年
程
前
に

開
か
れ
る
様
に
な
り
、

今
回
十
六
回
目

を
迎
え
た
が
、

日
本
を
含
め
て
ア
ジ
ア

の
加
盟
国
は
皆
無
だ
。
こ
う
し
た
中
で

日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク
は
早
く
か
ら
関
連

す
る
国
際
的
な
動
き
に
強
い
関
心
を
持

ち
、

数
年
程
前
に
は
英
国
で
開
催
さ
れ

た
環
境
関
係
の
国
際
会
議
で
、

山
梨
大

学
の
研
究
者
と
連
名
で
論
文
を
発
表
し

て
い
る
。

今
回

の
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
国

際
会
議
に
つ
い

て
も
同
社
の
佐

藤
専
務
は
早
く

か
ら
着
目
し
て

情
報
を
入
手
す

る
と
共
に
、

発

表
論
文
を
作
成

し
て
開
催
事
務

局
に
提
出
し
た

結
果
、

幸
い
に

も
審
査
で
合
格

と
な
り
、

論
文

発
表
も
会
議
初

日
の
午
後
の
部
と
し
て
開
か
れ
た
全
体

会
議
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
、

聴
講
者
も

二
百
名
を
上
回
る
と
い
う
盛
り
上
が
る

中
で
の
発
表
と
な
っ
た
。

今
回
つ
Ｂ
Ｉ

Ｂ
Ｍ
国
際
会
議
で
は
、

当
初
日
本
か
ら

は
五
点
程
の
論
文
提
出
の
動
き
が
見
ら

れ
た
が
、

結
局
最
後
に
は
、

佐
藤
氏
の

論
文
を
含
め
て
三
点
に
絞
ら
れ
る
と
い

う
結
果
に
終
わ
つ
た
。

従
来
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ

国
際
会
議
で
日
本
か
ら
参
加
す
る
発
表

論
文
は
大
学
の
研
究
者
と
か
設
計
者
、

コ
ン
サ
ル
な
ど
数
点
の
発
表
に
限
ら

れ
、

日
本
の
関
心
の
低
さ
を
示
し
て
い

た
が
、

今
回
は
珍
し
く
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
企
業
と
し
て
日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク

の
佐
藤
専
務
が
参
加
し
て
論
文
を
発
表

し
た
意
義
は
極
め
て
高

い
も
の
が
あ

る
。

佐
藤
氏
は
次
回
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
開
催
時
に
も
引
続
き
参
加
し
て
論
文

発
表
を
す
る
意
向
を
示
す
と
共
に
、

Ｂ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
組
織
に
つ
い
て
も
日
本
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
業
界
か
ら
賛
同
者
を
募

集
し
て
、

日
本
を
代
表
す
る
加
入
資
格

を
持
つ
団
体
が
作
れ
な
い
の
か
と
い
っ

た
問
題
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
み
た
い

と
前
向
き
な
意
向
を
示
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
国
際
会
議
初
日
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
リ
ポ
ー
タ
ー
を
担

当
し
た
寓
ざ
汗
】
く
ユ
雰
氏

（フ
ラ
ン
ス
）

が
セ
ツ
シ
ョ
ン
後
に
佐
藤
ナ
チ
ュ
ロ
ッ

ク
専
務
と
懇
談
し
た
際
、

次
の
様
な
コ

メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

環
境
問
題
は
新
し
い
ト
ビ
ッ
ク
で
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

や

施

工

に

携

わ

っ

て

い

る

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｍ

、
Ｃ

Ｅ

Ｍ

Ｂ

Ｕ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｕ

い

Ｅ

Ｒ

Ｍ

Ｃ

Ｏ

、

Ｅ

Ｆ

Ｃ

Ａ

、

Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
と
い
っ
た
主
要
な
関
係

団
体
は
協
力
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
の
分
析
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

既
に

い
く
つ
か
の
国
の
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
団
体
で

も
、

説
得
力
の
あ
る
技
術
的
な

論
証
が
調
整
さ
れ
て
来
て
い

る
。

今
回
、

貴
社
が
発
表
さ
れ

た
論
文
は
そ
の
意
味
で
も
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
基
準
問
題
に
つ
い
て
は
、

古
く

も
あ
り
、

新
し
く
も
あ
る
話
題
だ
。

私

が
か
つ
て
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
エ
ア
だ
つ
た

頃
は
国
家
的
基
準
が
主
流
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

現
在
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体

の
統

一
基
準
を
優
先
さ
せ
て
い
く
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、

私
達
は
と
て
も
幸
運
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

何
故
な

ら
ば
第

一
に
私
達
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基

準
に
お
け
る
論
文
発
表
を
直
接
聞
く
事

が
出
来
た
か
ら
だ
。

環
境
と
基
準
と
い

う
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
結
び
つ
き
を
強

調
す
る
た
め
に
、

私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

体
の
基
準
統

一
の
中
に
、

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
環
境
問
題
に

関
す
る
情
報
を
織
り
込
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
事
を
指
摘
し
た
い
と
思

う
。

私
達
は
今
回
と
て
も
沢
山
の
論
文

を
受
け
取
っ
た
が
、

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
発
表
論
文
と
し
て
選
考
す
る
作

業
は
非
常
に
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
。

提
出
さ
れ
た
全
て
の
論
文
が
と
て
も
果

味
深
い
も
の
で
あ

っ
た
事
を
強
調
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
役
明
日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
専
務

談
＝
景
観
や
自
然
環
境
を
守
っ
て
行
く

た
め
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
（土

木
用
）
を
多
孔
質
化
し
た
火
山
岩
を
複

合
化
し
た
ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク
製
品
を
開
発

し
て
、

十
数
年
の
実
績
が
あ
る
の
で
す

が
、

こ
の
開
発
製
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

受
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

発
表
前
は

若
千
の
不
安
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、

セ

ッ
シ
ョ
ン
で
の
反
響
や
、

当
日
担
当
し

た
チ
ェ
ア
マ
ン
や
ジ
エ
ネ
ラ
ル
リ
ポ
ー

タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
い
て
、

素
直
に

言
っ
て
嬉
し
い
し
、

ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク
製

品
に
対
す
る
評
価
は
高
く
自
信
を
深
め

た
。

今
後
も
防
災
や
景
観
、

自
然
生
態

系
に
配
慮
し
た
製
品
の
供
給
に
力
を
入

れ
、

国
内
に
留
ま
ら
ず
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
製
品
開
発
に
取
組
ん
で
い
く
。

BIBM案 内板前に立つ佐藤氏

国際会議の参加登録状況
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側前…‖BIBM国 際会議提出論文側叩剛

「サスティナブル・ディベロップメン ト」を

一
、

宮
士
山
の
据
野
で
開
発
さ
れ
た
ナ

チ
ュ
ロ
ッ
ク
製
品

【富
士
山
と
青
木
ヶ
原
の
樹
海
】

富
士
山
は
標
高
三
（
七
七
六

ｍ
の
日

本
最
高
峰
の
出
で
あ
る
と
と
も
に
、

宮

士
山
麓
の
周
辺
に
は
火
山
国
で
あ
る
日

本
の
気
候
風
土
を
象
徴
す
る
風
景
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
美
し
い
円
錐
状
成

層
火
山

（コ
ニ
ー
デ
式
）
は
、

三
度
の

噴
火
活
動
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

最
初
は
約
七
〇
～
二

〇
万
年
前
に
、

次
に
約
人
～

一
万
五
千

年
前
に
、

そ
し
て
約

一
万
年
前
に
当
時

約
二
、

Ｏ
〇
〇

ｍ
に
及
ん
で
い
た
古
富

士
火
山
の
火
日
付
近
か
ら
噴
火
が
起
こ

り
、

現
在
の
雄
姿
を
誇
る
よ
う
に
な
つ

た
の
だ
が
、以

後
も
火
山
活
動
を
続
け
、

西
暦

一
七
〇
七
年
に
爆
裂
し
て
か
ら
休

火
山
に
な
っ
て
い
る
。

富
士
山
の
美
し
い
風
景
を
語
る
と

き
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
富
士
の
裾

野
に
広
が
る

「青
木
ヶ
原
の
樹
海
」
で

あ
る
。

西
暦
八
六
四
年
、

富
士
山
の
中

腹
か
ら
流
れ
出
た
溶
岩
が
現
在
の
山
梨

県
南
都
留
郡
と
西
人
代
郡
に
ま
た
が
る

周
囲
約

一
六
血
に
わ
た
っ
て
大
地
を
覆

い
、

や
が
て
冷
え
固
ま
っ
た
溶
岩
は
三

つ
の
湖
を
生
む
と
と
も
に
、

大
森
林
地

帯
を
形
成
し
、

生
き
物
た
ち
の
巨
大
な

楽
園
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
森
林
地
帯
は

「青
木
ケ
原
の

樹
海
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「村
海
」

と
は

「村
の
海
」
と
い
う
意
味
で
、

大

地
を
覆

っ
た
溶
岩
の
多
孔
質
環
境
が
、

生
物
の

一
大
宝
庫
を
生
む
舞
台
と
な

っ

て
い
る
。

隙
間
の
多
い
、

ポ
ー
ラ
ス
状

の
こ
の
天
然
素
材
は
、

吸
湿
性

・
保
水

性
に
優
れ
で
い
る
た
め
、

大
地
を
潤
し
、

適
度
な
湿
気
を
含
み
、

コ
ケ
や
シ
ダ
類

が
付
着
し
や
す
く
、

ヒ
ノ
キ
、

ツ
ガ
、

カ
エ
デ
、

シ
ダ
類
な
ど
の
植
物
が
生
い

茂
る
よ
う
に
な
り
、

野
鳥
の
生
息
地
に

も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し

た
自
然
の
美
し
い
風
景
は
火
山
国
日
本

に
お
い
て
富
士
の
裾
野
に
限
つ
た
Ｓ
の

で
は
な
く
、

規
模
の
差
は
あ
れ
、

日
本

列
島
北
部
の
北
海
道
や
南
部
の
九
州
な

ど
で
も
眺
め
ら
れ
る
も
の
で
、

富
士
出

周
辺
の
風
景
は
、
日
本
の
気
候
風
土
の

象
徴
的
存
在
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

富
士
の
裾
野
も
都

市
化
の
波
や
観
光
地
と
し
て
の
利
便
性

を
図
る
た
め
に
開
発
が
進
み
、

か
つ
て

の
美
し
い
風
景
も
分
断
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

富
士
の
裾
野
は
富
士
箱
根
伊

豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

道
路
や
ビ
ル
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、

豊

か
な
自
然
環
境
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の

が
現
実
で
あ
る
。

【富
士
山
の
景
観
に
調
和
す
る
ナ
チ
ュ

ロ
ッ
ク
製
日巴

一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た

『環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議
』
（地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
に

お
い
て
中
心
と
な
っ
た
議
題

「サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル

・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」

（持
続
可
能
な
開
発
）
は
、

文
明
と
自

然
が
共
存
し
て
い
く
た
め
に
、

将
来
の

世
代
が
必
要
と
す
る
地
球
資
源
を
損
な

わ
な
い
範
囲
で
現
代
の
社
会
が
必
要
と

説
得
力
高
め
た
ス
ラ
イ
ド

離
麻
〓
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
論
文
発
表

日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク
の
佐
藤
俊
明
専
務
が
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
国
際
会
議
で
発

表
し
た
論
文
は
上
欄
に
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ

ク
と
溶
岩
な
ど
天
然
素
材
の
複
合
化
製
品
に
関
す
る
取
組
み
成
果
の
発

表
で
、

こ
の
発
表
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
る
こ
と
で
発
表
論
文
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
だ
。

佐
藤
氏
の
ス
ラ
イ
ド
は
山
梨
県

側
の
湖
か
ら
見
た
富
士
出
の
偉
容
に
始
ま
り
、

ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
製
品
を

施
工
す
る
事
で
河
川
環
境
の
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
施
工
現
場
を
観

察
す
る
こ
と
で
自
ら
撮
影
し
た
と
い
わ
れ
る
多
く
の
写
真
の
中
か
ら
選

ん
だ
写
真
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ス
ラ
イ
ド
は
溶
岩
な
ど
の
天
然
石
複
合
の
ナ
チ
ュ
ロ
ツ
ク

製
品
を
理
解
す
る
上
で
大
い
に
役
立
ち
、

説
得
力
を
高
め
る
も
の
と
な

っ
た
。

以
下
、

佐
藤
氏
が
発
表
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
一
部
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
し
た
。

実現するためのプレキャス ト製品の開発
佐藤俊明氏 日本ナチュロック専務

この製品は,縦 25clll,横40clllの大きさで,重 量は約40

kgほどある。主に急な勾配の擁壁施工に用いられている。

天然溶岩とコンクリートを複合した製品。幾何学的に積

み重ねることで,比 較的簡単に,ま た短期間のうちに擁

壁を構築することができるも
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す
る
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す

る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
た
め
自
然
の
美

し
い
風
景
や
生
態
系
を
後
世
に
残
し
て

い
こ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
り
、

コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
用
い
た
開
発
に
お

い
て
も
、

自
然
景
観
や
生
態
系
に
も
配

慮
し
た
製
品
や
工
法
が
求
め
ら
れ
る
よ

つヽ
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
は
、

富
士
山
の

麓
で
あ
る
山
梨
県
南
都
留
郡
に
設
立
さ

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ
ー

（現
在

の
本
社
は
東
京
都
港
区
）
で
あ
り
、

コ

ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
の
開
発
に
あ
た

っ
て
は
、

富
士
山
の
自
然
の
風
景
を
分

断
さ
せ
な
い
、

周
囲
の
景
観
と
調
和
し

た
製
品
の
供
給
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
業
界
は
、

災
害
対
策
か
ら
構
造

物
の
強
度
の
追
求
を
重
要
視
し
て
き
た

た
め
、

当
社
の
よ
う
な
製
品
を
開
発
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
少
な
く
、

最
近
の

環
境
問
題
へ
の
注
目
が
高
ま
る
な
か
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
を
排
除
す
る

風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
は
安
全
な

都
市
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で
必
要

不
可
欠
な
資
材
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
日

本
で
は
、

富
士
の
裾
野
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
適
切
な
用
途
や
場
所
を
選
ば
ず

に
使
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、

残
念
な
が

ら
そ
の
反
動
が
出
て
き
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
下
に
当
社
の
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
製
品

の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

同
プ
ロ
ッ
ク
は
日
本
古
来
の
石
積
み
技

術
の
良
さ
も
取
り
入
れ
た
製
品
で
あ
る

た
め
、

そ
の
前
に
日
本
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
業
界
の
現
状
と
古
く
か
ら
培
わ
れ
て

き
た
日
本
の
石
積
み
工
法
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
す
る
。

二
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
の
現
状
と
日

本
の
伝
統
的
石
積
み
工
法
の
特
徴

【プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

の
歴
史
】

日
本
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
歴
史
を
み
る
と
、

主

に
治
水
を
目
的
と
し
た
白
い
ヨ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
が

一
九
五
〇
年
代
か
ら

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
‐、

次
に
玉
石
や

鉄
平
石
を
張
っ
た
よ
う
な
石
模
様
の
製

品
が
登
場
す
る
。

そ
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
に
着
色
す
る
と
い
う
技
術
が
開

発
さ
れ
、

セ
ラ
コ
ン
（セ
ラ
ミ
ッ
ク
）塗

装
に
代
表
さ
れ
る
色
の
つ
い
た
プ
ロ
ッ

ク
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

だ
が
今
で
は
、

こ
う
し
た
景
観
に
配

慮
し
た
は
ず
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ

ク
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
善
し
悪
し

と
い
う
よ
り
も
、

使
う
場
所
を
間
違
え

た
り
、

先
に
述
べ
た
工
区
の
違
い
に
よ

っ
て
、

違
う
着
色
の
製
品
が
連
続
す
る

同
じ
空
間
の
擁
壁
に
使
わ
れ
、

そ
れ
ぞ

れ
の
製
品
の
自
己
主
張
が
か
え

っ
て
全

体
の
景
観
を
損
な
う
状
況
が
生
じ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

結
果
と

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
に
対
す
る
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

製
品
を
開
発
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
、

こ
う
し
た
普
及
の
仕
方

を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
と
い
う
名
目
の
も
と

に
、

新
製
品
が

一
人
歩
き
を
は
じ
め
て

い
ノく、。

発
注
者
側
が
製
品
の
開
発
コ
ン
セ
プ

ト
を
掌
握
し
て
い
て
も
、

工
区
の
違
い

に
よ
っ
て
担
当
部
署
や
担
当
者
が
違
う

た
め
、

結
果
と
し
て
全
体
の
景
観
に
不

統

一
が
生
じ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ

ー
も
納
入
す
る
側
の
立
場
の
た
め
、

実

績
を
あ
げ
る
た
め
に
全
体
の
景
観
を
考

え
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

発
注
者
側

も
メ
ー
カ
ー
側
も
施
工
す
る
場
所
の
環

境
に
配
慮
し
、
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
プ
ロ
ッ
ク

単
体
の
機
能
を
重
視
し
て
い
く
の
で
は

な
く
、

そ
れ
を
連
続
し
て
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、

積
み
上
げ
た
高
さ
、

長
さ
、

周
り
の
環
境
や
景
観
へ
の
威
圧
感
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

中
小
の
メ
ー
カ
ー
が
こ
う
し
た
課
題
を

一
社
だ
け
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
の

は
な
か
な
か
困
難
な
状
況
に
あ
り
、

今

後
は
中
小
メ
ー
カ
ー
が
共
同
で
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
と
い
っ
た
試
み
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

【日
本
の
伝
統
的
石
積
み
工
法
の
特
徴
】

土
木
事
業
の
歴
史
を
ふ
り
返
る
と
、

日
本
の
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ
る
西
暦

一

五
〇
〇
年
代
に
、

現
代
の
山
梨
県
下

一

帯
を
治
め
た
武
田
信
玄
と
い
う
武
将
が

い
た
が
、
＞」
の
戦
国
大
名
が
築
い
た
「信

製品の施工例で,富 士箱根伊豆国立公国内の道路擁壁

に使用された例。溶岩を用いているため,富 士山(火山)

と調和力Sとれている。

河川に使用された例。プロックの表面

の天恭溶岩が落ち着いた風景を作 り出し

ている。
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リ
ー
ト
壁
面
が
コ
ケ
類
を
は
じ
め
と
す

る
植
物
が
自
然
発
生
す
る
有
機
的
な
壁

面
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

時
の
経
過
と
と

も
に
壁
面
が
穏
や
か
に
緑
化
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。
日
当
た
り
の
良
い
擁
壁

で
は
主
に
ギ
ボ
ウ
シ
ゴ
ケ
、

ハ
マ
キ
ゴ

ケ
、

ギ
ン
ゴ
ケ
な
ど
が
、
日
陰
や
水
辺

空
間
な
ど
で
は
オ
オ
ト
ラ
ノ
ヲ
ゴ
ケ
、

ヒ
ロ
ハ
ツ
ヤ
ゴ
ケ
、

シ
ダ
レ
ヤ
ス
デ
ゴ

ケ
、

ハ
イ
ゴ
ケ
、

ジ
ン
ガ
サ
ゴ
ケ
、

ホ

ソ
バ
シ
ラ
ガ
ゴ
ケ
な
ど
が
生
育
し
、

凹

凸
の
あ
る
壁
面
が
昆
虫
や
小
動
物
の
生

息
場
所
と
な
り
、

水
域
で
は
水
の
浄
化

を
促
し
、

カ
ゲ
ロ
ウ
、

ホ
タ
ル
、

サ
ワ

ガ
ニ
な
ど
の
生
息
も
可
能
に
な
る
。

用
途
は
汀
川
の
護
岸
や
道
路
の
擁
壁

か
ら
ビ
ル
の
壁
面
、

屋
根
、

屋
上
、

外

構
な
ど
の
修
景
と
幅
広
く
、

植
物
が
生

長
す
る
ま
で
の
期
間
も
溶
岩
と
い
う
自

然
界
の
素
材
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を

か
も
し
だ
す
。

保
温
性
、

保
湿
性
に
優

れ
て
い
る
の
で
、

真
夏
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
画
の
照
り
返
し
を
遮
断
し
、

冬
の

乾
燥
も
防
止
す
る
特
性
が
あ
り
、

都
市

の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に

も
貢
献
す
る
。

ま
た
不
自
然
な
植
栽
孔
を
設
け
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

植
物
が
過
度

に
生
長
す
る
こ
と
も
な
く
、

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
煩
わ
さ
れ
る
心
配
も
な
い
。

ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
ピ
オ
ボ
ー
ド
に
は
既

存
の
壁
面
に
貼
る

「後
貼
リ
タ
イ
プ
」

と
新
設
の
「型
枠
タ
イ
プ
」
と
が
あ
り
、

後
貼
ヶ
タ
イ
プ
は
既
存
の
構
造
物
の
壁

面
に
貼
り

つ
け
る
だ
け
の
工
法
な
の

で
、

解
体
工
事
を
必
要
と
し
な
い
。

軽

量
、

薄
型
で
工
期
も
短
く
、

自
由
に
切

断
で
き
る
た
め
、

現
場
加
工
の
容
易
な

ボ
ー
ド
で
あ
る
。

特
に
日
本
の
河
川
は

三
面
貼
り
護
岸
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、

全
国
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ

ク
で
覆
わ
れ
て
い
る
護
岸
が
多
く
、

景

観
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
水
辺
空
間
の

修
景
工
事
を
行
う
に
は
、

解
体
工
事
だ

け
で
も
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
つ
て
し

ま
う
の
で
、

経
済
性
の
面
か
ら
も
後
貼

リ
タ
イ
プ
は
、

水
辺
の
修
景
に
有
効
な

製
品
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

【サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

・
デ
ィ
ベ
ロ
ツ
プ

メ
ン
ト
を
実
現
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
の
提
案
】

日
本
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
で
は
、

コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
と
他
の
自
然
素
材

（天
然
石
や
溶
岩
）
と
の
複
合
技
術
の

開
発
が
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
上

木
資
材
、

建
築
資
材
の
ひ
と
つ
に
な
る

と
考
え
て
い
る
０
天
然
石
と
の
複
合
に

つ
い
て
述
べ
れ
ば
、

伝
統
的
な
石
積
み

の
擁
壁
の
良
さ
に
習
い
、

周
辺
の
環
境

と
違
和
感
の
な
い
地
場
の
石
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
の
表
面
に
複
合
化
さ

せ
、

か
つ
て
の
擁
壁
の
隙
間
や
溝
が
生

き
物
の
往
処
に
な
っ
た
よ
う
に
、

コ
ン

ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ツ
ク
に
も
隙
間
や
溝
を

設
け
た
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
溶
岩
の
よ
う
な
多
孔
質
な
素

材
を
複
合
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

壁

面
全
体
の
緑
化
も
可
能
に
な
る
。

こ
う
し
た
複
合
化
さ
れ
た
製
品
は
完

成
し
た
時
の
見
栄
え
だ
け
で
は
な
く
、

プ
ロ
ッ
ク
の
表
面
に
天
然
石
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

時
が
経
過
し
て

も
汚
れ
や
ム
ラ
が
目
立
た
ず
、

周
囲
の

景
観
に
馴
染
ん
で
い
く
特
徴
が
あ
り
、

景
観
や
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、

災

害
に
強
い
と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
長

所
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
ま
た
植
物
に
つ
い
て
は
、

そ
の
地

域
に
自
生
す
る
植
物
の
種
類
を
調
査

し
、

そ
の
土
地
の
植
物
が
プ
ロ
ッ
ク
表

面
の
溝
や
隙
間
、植

栽
孔
か
ら
生
長
し
、

植
物
自
身
の
生
命
力
に
よ
り
生
き
ら
れ

る
よ
う
な
舞
台
づ
く
り
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

植
物
の
生
長
を
可
能
に
す
る
製
品
に

は
、

コ
ン
ク
リ
ト
ト
の
単
体
製
品
と
し

て
き
ポ
ー
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
代
表

さ
れ
る
隙
間
や
植
栽
孔
を
設
け
た
プ
ロ

ツ
ク
も
開
発
さ
れ
て
い
る
が
い
吸
湿
性

や
保
水
性
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
温
度

上
昇
の
問
題
な
ど
の
課
題
が
残

っ
て
い

る
。

今
後
の
多
様
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、

デ
ザ
ィ
ン
の
パ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、

適
度
な
緑

化
も
可
能
な
天
然
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
ロ
ッ
ク
と
の
複
合
化
を
、

ひ
と
つ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
と
し
て
確
立
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
う
し

た
複
合
技
術
を
標
準
化
し
、

周
囲
の
景

観
や
生
態
系
に
調
和
す
る
天
然
石
と
の

複
合
プ
ロ
ッ
ク
の
普
及
を
促
す
こ
と

で
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
第

一

歩
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

植物の発生と溶岩の凹凸形状が,垂 直の壁面であ

っても,昆 虫や小動物の餌場,通 り道になる。写真
ではナチユロツクの壁面をヘビが通つている状況が

示されている。

水路にナチュロックを使用した例で, 1年後には水際

部にコケが連なり,失 われた生態系が復元されるという

もの。多孔質溶岩とナチユロツク製品を用いることで生

態系の再生 ・維持が可能であるという。
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